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ユニオンに相談して長時間労働をなくそう！ 

長時間労働撲滅ホットライン（無料電話相談） 

―長時間労働対策、メンタル不調の労災申請、残業代未払いなど― 

１１都道府県で窓口を開設 

 
２月１７日（金）～18 日（土）午前 10 時～午後 6 時 

主催：コミュニティ・ユニオン全国ネットワーク 

協力：全国労働安全衛生センター連絡会議 
  
 

２０１７年１月２６日 
コミュニティ・ユニオン全国ネットワーク 

136-0071 江東区亀戸 7-8-9 松甚ビル 2F 下町ユニオン内 
Tel. 03-3638-3369 Fax. 03-5626-2423 

shtmch@ybb.ne.jp  
担当：岡本哲文（事務局長） 

 
日夜のご活躍に心から敬意を表します。 

 私たちは非正規雇用でも外国人でも誰でも 1 人でも入れるコミュニティ・ユニオンの全国ネットワー

ク（32 都道府県 75 組織２万人）です。 

 今回、標記のホットラインを各地のユニオンが連携して行います。ぜひ、私たちの取り組みについて

ご紹介いただきたく、概要について送らせていただきます。 
つきましては、記者発表の場を設けていただきたく、よろしくお願いいたします。 

 
１ 時間外労働に関する協定（36 協定）を結ばなければ残業はできない 
 長時間労働が問題になっています。マスコミ等では、時間外労働に関する協定（36 協定）を結べば、

事実上いくらでも残業ができることが問題だと報じられていますが、そもそも 36 協定を結ばなければ、

残業を命じることができない、させれば違法になること自体があまり知られていません。 
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２ そもそも 36 協定を結んでいない企業が 44.8％ 
 厚生労働省の調査（平成 25 年 10 月 労働時間等総合実態調査）で、そもそも 36 協定を結んでいない

企業が 44.8％に上ります。もちろん残業がゼロならよいのですが、現実的には半分近い企業で、違法な

時間外労働が行われていると思われます。 
 
http://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-12602000-Seisakutoukatsukan-Sanjikanshitsu_Roudouseis
akutantou/shiryo2-1_1.pdf 
 
３ きちんと選ばれていない労働者代表も多い 
過半数労組が存在する職場は多くありませんし、過半数労組のない職場で 36 協定を結んでいても、き

ちんと選出している労働者代表は少ないようです。独立行政法人労働政策研究・研修機構の調査（労使

コミュニケーションの実態と意義 平成 26 年 12 月）でも、過半数労組のある職場を加えても、わずか

48.2％に過ぎないことが明らかになりました。 
http://www.jil.go.jp/institute/discussion/2014/14-03.html 
 
４ ユニオンに相談すれば長時間労働はなくせる 
まずはユニオンに相談して過半数労組を結成するか、少なくとも加入して要求しつつ労働者代表に立

候補することこそが、長時間労働を撲滅する近道。36 協定の残業時間に上限を設けることも重要かもし

れませんが、何よりも、長時間労働をさせない労働組合ないしは労働者代表がいることの方が大切です。

現行法制度上でも、長時間労働はなくせるのです。実際にユニオンでは、組合員が職場に一人でも労使

交渉をして長時間労働対策を要求したり、それまで社長が勝手に指名していた労働者代表ではなく、表

の無記名投票選挙を行わせて組合員が労働者代表に選出されたこともあります。 
 
５ メンタル不調の労災申請や残業代未払いも仲間の協力が重要 
 メンタル不調（精神疾患）の労災請求においては、やはり長時間労働等の証明が重要です。そのため

には協力してくれる仲間が必要です。ユニオンと一緒に職場の仲間を増やすことは、労災認定の近道で

す。被災者と同業他社の仲間などもユニオンにいるかもしれません。残業代未払いについても、労働基

準監督署に申告すれば是正勧告が出されて支払われこともありますが、やはり職場の同僚の協力がある

かないかでは大違いです。 
 
＊ 精神疾患で労災認定されたユニオン組合員も記者会見に出席して、自分の経験をお話ししたいと思い

ます。 
 
  

http://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-12602000-Seisakutoukatsukan-Sanjikanshitsu_Roudouseisakutantou/shiryo2-1_1.pdf
http://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-12602000-Seisakutoukatsukan-Sanjikanshitsu_Roudouseisakutantou/shiryo2-1_1.pdf
http://www.jil.go.jp/institute/discussion/2014/14-03.html
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ユニオンに相談して長時間労働をなくそう！ 

長時間労働撲滅ホットライン（無料電話相談） 

―長時間労働対策、メンタル不調の労災申請、残業代未払いなど― 

２月１７日(金)・１８日(土) １０：００～１８：００ 

総合連絡先 03-3638-3369（下町ユニオン） 

                   主催：コミュニティ･ユニオン全国ネットワーク 

                   協力：全国労働安全衛生センター連絡会議 

各地相談窓口 

 
【北海道】 札幌地域労働組合：011-756-7790 
 
【関東甲信越】 
東 京  下町ユニオン：03-3638-3369 

ユニオンネットお互いさま：070-6576-2071、070-6572-2072 
神奈川  よこはまシティユニオン：045-575-1948  
山 梨  山梨ユニオン：055-287-8113  ※18 日のみ 
長 野  松本ユニオン（長野一般労組）：0263-33-9513 
 
【東 海】 
愛 知  名古屋ふれあいユニオン：052-679-3079  
三 重   ユニオンみえ：059-225-4088 
 
【近 畿】 
京 都  きょうとユニオン：075-691-6191  ※18:00～21:00  
兵 庫  兵庫県パート・ユニオンネットワーク：078-382-2116 
 
【中四国】 
岡 山  女性･地域ユニオンおかやま：086-255-5285 
広 島  スクラムユニオン・ひろしま：0120-501-581、082-264-2310 

以上 


